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訂　正

　　ド、［己の通りそれぞれ訂正致し，苫者並ひに“売花i者

兄’・深く御∩：OllP上げます．（編集部）

15巻12号（昭和32年12月号）

　’家族性非溶li’1［性黄疸に関する　・考察

　　　　　　　　　　　　　　　　『二㌦轡丙陽芒　　　　li’ii　　／く　　ノK　　l’」［1

　88L’Uf」二から3f∫～5「f］：1．1

（川）

（正）

しカ㌧山、カ㍉容前L’1”1三で徴fl’JE　ls’cひll川蔵の］メこ∬眞力㍉1！｜1∫｝己

され＼C［，　イミ必ミもオミみミ超±の、渚あ三，ことに異、論

ぱないわけである．敢えて

しかも相欠患の諸徴候及ひ肝IIJtlの状態ガ満足

され＼ぱ，　「本こ；矢，態、カ㍉容1血’1”1：．である、こと（こtb［，；命

はなk’，わけである．敢えて

　　94頁イ’i－1二から13～15i　J：目

（誤）　伴・よるel・　lfiLの結果，酸素供給が不足となり，

　　　　　’必，然rl勺に）11i｝K’b，　i容旧L（こfi旨カミ

（正）　伴い，溶血による貧lflLの結果，酸素供給が不

　　　　　足となり，必然的に肝機能か

16巻1号（昭和33年ll・㍑・）

∫二糖尿病のコントP一ルとはf［i∫であるか

　　　　　　　　　　　　　　　　ノし小ト1．ノペ㌦：：　　　・1ゾ　　III　　t’r：：　iE

　70頁ノ1上から13子』J：目

　　（誤）酷酸鉛　　（正）酷酸塩

∴’〔座談会〕　美容医己γ：の批判とその対策

　　16ユ頁　写真1と’ゲ真2が入林る．

　　すなわち，ハイドμキノン含有クリームによる障害

　　は（’ゲ真2），ストロンチウムによる障害は（’ゲ真1）．

Presented by Medical*Online


	0064
	0065
	0066
	0067
	0068
	0069
	0070
	0071



